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植 物 栄

こゝて∨よ植物の栄養元素について (1)植物栄養

元素を土壌に供給するものは何か ,(2)植物には ど

のような形で吸収 されるのか ,(3)植物体中ではと

のような作JHをするのか ,などとい うことを下の

表にまとめてみました｡

紙面の都合上必須元素の中 ,炭素 ,水素 ,酸素

などについては記述を省略 し,また必須元素では

植物栄盛元素 土 願 中 天 然 供 給 物

(蓋須元素'94日 軌胎齢 有機私 共性及UjF

N 共生鮒歯による固定｡硝酸塩及

びアンモニアの大気中固定｡火

成1:I(火山噴出物,花樹右 ,蛋

lJ,バミキュライト)

養 元 素

ないが植物の生育に関係の深い元素 (附随元素或

は非必須元素 とも呼ばれる)についてもその数を

制限 しま した｡表中に疑問符 .(?)のついている

ものは現在のところ不明確であることを意味 しま

す｡

植物の栄養元素について興味をもつ読者の知識

の整理或は理解の一･助になれば幸いです｡

硝酸感 (NO3)

アンモニア感

I" I:I

尿 某
アミノ酸

植物 体 中 に お け る主 な作 用

アミノ酸 ,アマイド,柴線素,T)ピト,たんぱ

く質,リボフラビン,チアミン,ニコチン酸

アルカロイド及び他の化合物の成分｡

旭物体中可助o

りん灰bL,ワグネライト,ウェ

イブライト,ノ＼イドロキシりん

酸鉄及びアルミニゥム,りん酸

カルシゥム,有機感りん酸 (り

ん脂質 ,核酸,イノシトールり

ん酸塩など)0

力無機儲りん酸は植物体LPの緩衝系の一･部｡りん

脂6-,フィチン,フォスフオリレイテドシュJI

-,ニュクレオプロティン,核酸.アデニル酸

系 ,ピリジン二ュクレオタイド,フラビンニユ

クレオタイト,酵素配合群などの成分｡

植物体中可軌｡光合成及び炭水化物,油脂,た

んぱく合成などにおいて垂柴な役割｡

∴ ∴ ∴ ■一･･~~二

( 2 )

柴及び廠子中に多娼存在｡ 柴線素の航成分 Oり
ん脂質の形成に重安 o各柾 酵素の活性剤｡ 他物
体申再移助可能.
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イT-Cぅ,申 lr"＼√lL,私儀いおう,

黄鉄鉱など

WIl,1く,蛇.,T,k-U.誹柑l物 ,L(I;イド'(

び 卜城IFFの'/5'桝の鉱物

赤鉄鉱 ,チタン鉄鉱 ,磁鉄鉱 ,

針3')(鉱 ,加/j(酸化鉄 ,li:-Iり,2

:1肘丑酸塩 ,惨状鉄 rJLl/Jぐ憤化

物

加水マンカン酸化物 ,軟マン刀

ン鉱 .水マンガン鉱 ,掲マンカ

ン鉱

JC']状けい酸鮎 IrO)陽 イオン.｢)Lj

EfいSn鉱 ,毅Etい鉛鼠 ,粘土質沈で

ん拙娼物

SO

S

C1

植物体全部に存作. 特=に 上装申にJyyい. チオニ

ン,システイン ,シスチンなどのアミノ酸及び

か らし柚 ,チオ-ル ,チアミンなどのj紬九分.

根のLf_長を促進O根羊trI'の先達をu)JはるO

竹んと仝tlEl物･■二7(宜 ｡別作で二十･打,FE)i:I,'と考え

られている｡或る柿の作物 〔ビーート,メ-コ)

ではW]:舛な'P,'県があるo

Fe++ 全も射 出車にTT-(I-:湖 に葉細 心申｡葉揖戎生成

Fe+++(?) に必払 凱ポルフィリン酵素 ,りんご醸デ-イ

トロキナ-ど,シ トグロ-ム ,呼吸酵素などに

l素受容などに蘭与O植物附 しlPj･移動イ1-t･J.

Mn++ 植物の今生即断 二存圧するが 1.として某牧び分

zn++

Liu銅鉱 .斑銅鉱 ,粧鋼糾 ,くじ

やく小 ,粘土Pi乱でん堆f闇勿｡

ほ う 索

B

有機蚊び無機はう醸鬼 , 尼気山

及び他のほうけい燦は.Jt

裂糾敵中 O/抑制 変の代測,イソクブ_ん酸/＼イド

Lrギナー七 ,アスコルビン酸形成 ,-HI逆酸化炎

酸巌除去 ,ぺプ+クー七 .7ルギナ-ii.消腰

板同化などの植物酵素作用に重要な役割｡呼吸

rrjlflの促進O植物附lrFb一移lilJ粥難o

l二とLて分裂削織及び態などに存白i｡ トリプ ト

フェノG')オーキシン転化に牌係Oデペプチダー

ゼ放びカルボニックアンヒ ドラ-1三に対する活

性化作moへキソキナ-ゼ及びピルビックデ-

イトロキナーゼの慨花に慨与 し,IJjZ水化物代謝

に虫rJiI:な役割歓もつ.

i:.として同化作用費行う部分にfT:止｡ホ リフェ

ノールオキシダ-ゼ ,ラクカーゼ ,アスコルビ

ン酸オキシダーゼなどの酵素の配合鞘として作

机｡

BO (?) 或る種の敢(ヒ酵素に含まれる｡根粒の発達に必

lJi'-O光問馴生,窒素代謝 (たんぱ く質の分解)

授精 ,術の蓄積 ,たんぱ く質合成 .水分関係 ,

無機物特にカルシュウムの吸収などにkIJ果O

(3 )



モごl:.テン ヨ

7E糾 闇矧 也の微晶質性岩石 fM O (?) 硝酸塩の還元 ,窒素慣性 に頗系｡コバル ト･租

(植物生育に関

係の深い元素)
ナ トリウム

Na

け い 素

Si

(刺:曹長石) ,海水 ,塩水 ,塩

多数の鉱物 (例 ‥石英 ,長iT･), Si++++

層状けい酸塩

コバル ト

Co

粘土ei･牝でん耶積物及び鉱物 Co++

(鞘コ/ミル ト鉱 ,枇コバル ト鋸 Co十++(?)

アルミ二ュウム . 多数の鉱物 潤い 長石) ,層状

Al けい酸塩の弧rJR分

腸合によって部分的にカT)の代FHとなるOカリ

が少ないところで有効なときがあるO水分胤係

に効果｡

r全値物に存在｡いねやとくさ伸 餅直物に多足O

始んと馴勉壁に増凝剤として｡或る種の作物

(いね ,ビI 卜)には両瑞の発達に必要｡

動物に,おいては必須 ,植物では十二朋｡ヒクミン

Bl合成ifnI菊の代謝作目｣に効果Oシステイン-

シスチン- Co十十声拾 物においてコバル ト鉄

のhl'lljにF淵係｡ イーストの菌糸体を生長.モ リブ

デン及び鉄との説合において有'.!j:な作用がPJえ

られる｡

Al+++ 鮒んどの植物に存(lI｡酬 ･慨 では,/yくのは物

悦瀦 O或る椛のf′卜物 ｢茶)に効果｡

(大 屋 一 弘〕

株 出甘 蕪 の 実 態 につ いて

1 は じめに

甘於の栽培において ,戦 前の在来種や読谷山稜

の頃は春栖 とその株 出が上体であ ったが ,品種が

代 りPOJ系大型種の時代になると春植 とその株

出お よび夏櫓が実施 され るよ うになった｡

戦後は1957年始めて奨励晶掛 こ指定 された N:Co

310の出現に よ り 夏値 , 春値は 勿論 再生力がILI三

盛 のため両者 とも株出が可能にな り,しか も生産

力が高いため 年 々株 出面積 の増加が 目立 って き

た｡1960年期は10a当 り収量において戦後始めて

6tを上廻 った年であ り又甘蕪 の総収穫面積が よ

(4)

うや く1万町歩を超過 した4F･で もある0-万 この

年は N:Co310の普及率が全琉てL14%を/示 した年

であ るが ,この年に_ド,･け る裸出の面積は全庶作面

積に対 し2｣%の比率を占めている｡ ところか5ケ

年後の196と1年)抑こは株出の比率が61%にまて増加

し,65,66年)訓と年 とともに増加の傾向にある〕

この株り]の面積が戦後 どのよ うに して伸びてきた

か ,その実態をみてみたい と偲 う｡

2 才朱出 面 積 の うつ りかわ リ

1953年期 と言えば ,まだまだ2725POJa)栽増

が盛んな頃で ,一部の村を除いては殆ん とが春情


